
令和６年４月１日 

 

中間前金払制度の導入について 

 

和泉市役所 契約検査室 

 

１．制度概要 

公共工事受注者の資金調達の円滑化を図るため、建設工事において、当初の前払金（請負 

額の４０％以内）を支払った後、施工の中間時期に一定の要件を満たしている場合、請負金 

額の２０％以内を追加して支払うことができる制度です。 

書類審査による認定のみでよいため、工事現場での出来形検査が必要な部分払いに比べ、

受注者にとって事務負担が少なく、支払いが早く受けられるという利点があります。 

 

２．対象となる工事 

令和６年４月１日以降に契約した請負代金額（税込）が３００万円以上の建設工事 

※業務委託は対象外 

 

３．支払いの条件 

中間前払金の支払いを受けるためには、前払金の支払いを受けており、次の条件を全て満 

たすことが必要です。 

① 工期の２分の１を経過している。 

② 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべき作業が行われている。 

③ 既に行われた作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上の額に相当するもので

あること。 

 

４．手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④保証証書の発行 ③保証申込 

②認定調書 

（等式第３２号） 

①認定請求（工事履行報告書添付） 

和 泉 市 

（契約検査室） 
請 負 者 

保証事業会社 

（西日本建設業保証㈱） 

【問い合わせ】 

和泉市役所契約検査室工事契約グループ 

TEL: 0725-99-8111 

MAIL:keiyaku@city.osaka-izumi.lg.jp 

 

※①～④まで完了した後に中間

前金払を請求できます 


